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研究発表
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口頭発表

Miura， Shinsuke Koyama (2003) 
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幽，

出版物
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滋「臓のデザインJ岩波書l高付
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研究成果

外界構報iま動物の脳内でどのように表現され，運動はどのように立案実行され

ていくのか，記鵠はどのように彩成され用いられるのか，脳内で時酪認識はど

う行われるのか，これらが脳神経科学の興味の腰点である. s誕の構成単位であ

に「神経発火j あるいiま『スパイクj

構報iま脳内を飛び焚う

I}史
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その後，東北大学の実験生理学グんーブと

の領野である補足運動野などの神経スパイ

スパイク信号的特性が記録領野に大きく

も同 つ
つ-C，脳

りつつある"
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